
                                                                   

令和２年台風第１０号による被害及び 
消防機関等の対応状況（第１２報） 
（これは速報であり、数値等は今後も変わることがある。） 

  
令和２年９月１１日（金）８時００分 
消 防 庁 災 害 対 策 本 部  

※下線部は前回からの変更箇所 
 
１ 被害の状況 

⑴ 人的・住家被害 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《死者の内訳》 
【佐 賀 県】鹿島市１人 
【鹿児島県】阿久根市１人 
《行方不明者の内訳》 
【宮 崎 県】椎葉村４人 
                 

⑵ 重要施設の被害（消防本部から聴取） 
【鹿児島県】 

  ・ 鹿児島市の石油コンビナート（ENEOS 喜入基地株式会社）において、屋外タンク（タンク容量１６

万 KL）の浮き屋根上にて原油の漏えいが発生（漏えい量約４０Ｌ） 
    →応急処置にて既に漏えい停止済み。漏えいした原油についても、鹿児島市消防局立合いのもと、

回収済み（施設外への漏えいなし） 
 
⑶ 孤立の状況 

   【兵庫県】 
  ・ 宍粟市において６世帯１４人が路肩の崩壊及び倒木により孤立 

→９月８日 １９時００分 孤立解消 
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２ 災害対策本部等設置都道府県 
⑴ 災害対策本部 

【愛 知 県】  ９月７日  ９時５６分 設置 → ９月８日  ８時４５分 廃止 
【三 重 県】  ９月６日 １５時２２分 設置 → ９月８日  ８時０２分 廃止 
【広 島 県】  ９月４日 １４時１５分 設置 → ９月７日 １１時１８分 廃止 
【高 知 県】  ９月６日 １８時００分 設置 → ９月７日 １２時３０分 廃止 
【福 岡 県】  ９月６日 １８時００分 設置 → ９月８日 １０時１０分 廃止 
【佐 賀 県】  ９月６日 １５時００分 設置 → ９月７日 １８時１５分 廃止 
【長 崎 県】  ９月６日 １０時００分 設置 → ９月９日 １７時００分 廃止 
【宮 崎 県】  ９月４日 １６時００分 設置 
【鹿児島県】 ９月５日 １５時００分 設置 → ９月８日 １６時３０分 廃止 
【沖 縄 県】 ９月４日 １４時００分 設置 → ９月７日 １３時５０分 廃止 

⑵  災害警戒本部等（四国・九州地方） 
  【徳 島 県】  ９月６日 ２２時２１分 設置 → ９月８日  ７時５０分 廃止 
  【愛 媛 県】  ９月６日 １８時２０分 設置 → ９月７日 １８時３０分 廃止 

【熊 本 県】  ９月６日 １３時００分 設置 → ９月９日 １２時００分 廃止 
【大 分 県】  ９月６日 １３時００分 設置 → ９月７日 １８時３０分 廃止 

 
３ 消防庁の対応 

９月３日 １１時３０分 応急対策室長を長とする消防庁災害対策室を設置（第１次応急体制） 
１６時５０分 都道府県、指定都市に対し「台風第１０号についての警戒情報」を発出 
１７時０４分 都道府県に対し「令和２年台風第１０号への緊急消防援助隊の対応につい

て」を発出 
１７時３５分 都道府県、東京消防庁及び指定都市消防本部に対し「台風第１０号に伴う通

電火災対策の徹底について」を発出 
１８時０１分 都道府県、東京消防庁及び指定都市消防本部に対し「令和２年台風第１０号

への消防防災ヘリコプターの対応について」を発出 
９月５日 ２０時２９分 関係県に対し「台風第１０号に係る早急な避難について」を発出 
９月６日  ９時４０分 消防庁長官を長とする消防庁災害対策本部に改組（第３次応急体制） 
９月７日 １２時１３分 都道府県、指定都市消防本部に対し「風水害に伴う長時間停電を踏まえた防

火対策の徹底について」を発出 
１２時１３分 都道府県、指定都市消防本部に対し「令和２年台風第１０号に対応した危険

物関係法令の運用について」を発出 
１３時５１分 関係県に対し「大規模停電下における熱中症の予防対策について」を発出し、

市町村防災行政無線等を活用した住民に対する熱中症への注意喚起を行うよ
う要請 

  ９月９日 １２時００分 宮崎県椎葉村へ消防庁職員２名及び消防研究センター職員（土砂災害の専
門官）１名を派遣 

 
４ 地方団体、消防機関の活動 

⑴ 宮崎県椎葉村の土砂災害（行方不明４人）事案への対応 
    椎葉村消防団、諸塚村消防団（応援）、日向市消防本部（応援）、地元建設業者、警察により対応中 
    ９月１０日午前、宮崎県防災ヘリにより、情報収集活動を実施 

９月１０日午後、今後の河川、ダム湖捜索のため、宮崎市消防局の先遣隊（４名、ドローン）が現
地調査を実施 

 
⑵ 鹿児島県の電力復旧支援 

９月８日午前、鹿児島県防災ヘリにより、電力会社職員４名を離島（中之島、悪石島）に輸送支援 
 
 

問い合わせ先 
  消防庁災害対策本部 広報班 
  ＴＥＬ  03-5253-7513 
  ＦＡＸ  03-5253-7553 


